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	応用
	抗原情報
	背景
	アクチンフィラメントの直交分岐を促進し、アクチンフィラメントを膜糖タンパク質に連結する。様々な膜貫通タンパク質をアクチン細胞骨格に固定し、幅広い細胞質シグナル伝達タンパク質の足場として機能する。FLNAとの相互作用により、神経芽細胞は脳室帯から皮質板へ遊走する可能性がある。
	研究分野
	MAPK_ERK_Growth;MAPK_G_Protein;焦点接着;
	画像データ
	

	フィラミンA抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	EGF 200 ng/ml 5'で処理した293細胞ライセートのフィラミンA抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	フィラミン1ポリクローナル抗体を1：2000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	パラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

